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警告
ご使用になるとき

修理・改造・分解をしないでください。火災・感電の原因となります。
点検・調整• 修理はお買い上げの販売店にご依頼ください。

ディスクトレイなどから異物を入れないでください。金属類や紙などの燃えやすい物が内部に入った場合、
火災・感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではこ注意ください。

電源コードの上に重いものや本機を乗せないでください。
そのまま使用すると火災、感電の原因となります。

電源コードを傷つけたり、加工したり、ねじったり、引っ張ったり、無理に曲げたり、加熱しないでください。
電源コードが損傷した場合は新しいものと交換してください。

電源コードを熱器具に近づけないでください。
ビニールの被覆が溶けて、火災、感電の原因となります。

電源コードを抜く際には、電源コードを引っ張らないでください。
電源コードが損傷し、火災、感電の原因となります。

注意
設置するとき

通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部の熱が逃げなくなり火災の原因となることがあります。

湿気やほこりの多いところ、油煙や湯気が当たるところに置かないでください。
調理器具や加湿器などのそばに置くと火災、感電の原因となることがあります。

雷が鳴り出したら、本機や電源コードに触れないでください。
感電の原因となります。

電源プラグの付近にほこりや金属物が付着している場合は、電源プラグを抜き、乾いた布で取り除いてください。
火災、感電の原因となります。

この取扱説明書および製品には、お客様や他の人々への危害または財産への損害を未然に防止し、安全にお使いいただく
ためにいろいろな表示をしています。
表示と図記号は次のように区分しています。内容をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

警告 この絵表示は人が死亡または重症を負うおそれがある内容を表示しています。

注意 この絵表示は人がけがをしたり財産に損害を受けたりするおそれがある内容を示しています。

この記号はやらなければ
いけないことを表しています。

この記号はやってはいけない
ことを表しています。

警告
異常や故障のおそれがあるとき

煙やにおい、音などの異常が発生したら、ただちに電源プラグを抜いてください。
そのまま使用すると、火災、感電の原因となります。
お買い上げ店またはネクシオン サポートセンターまでご連絡ください。

設置するとき
ぐらつく台、傾いた台など不安定な場所に置かないでください。
落下、転倒により、けがの原因となります。

風呂場やシャワー室、キッチンやサウナなど水気がある場所では使用しないでください。
火災、感電の原因となります。

キャビネットや液晶パネルを落としたり、ぶつけたりして破損したときは、ただちに電源プラグを抜いてください。
そのまま使用すると火災、感電の原因となります。本体を破損したまま取り扱うと、けがのおそれがあります。
お買い上げ店またはネクシオン サポートセンターまでご連絡ください。

内部に水や異物が入ったときは、ただちに電源プラグを抜いてください。
そのまま使用すると火災、感電の原因となります。

電源コードや電源プラグが損傷したり、発熱したりしたときは、ただちに電源プラグを抜いてください。そのまま使用
すると火災、感電の原因となります。お買い上げ店またはネクシオン サポートセンターまでご連絡ください。

ご使用の前にこの「安全上のご注意」を必ずよくお読みいただき、製品を安全に正しくご使用ください。

上に物を置かないでください。落下により、けがの原因となります。液体が入った場合、火災、感電の原因となります。

付属の専用ACアダプタ一を使用してください。電源プラグは先に本機に接続してから交流100V のコンセントに
接続します。接続順を逆にしたり、付属品以外を使用したり、また交流100V以外を使用すると、火災・感電の
原因となります。専用カーアダプターはDC12Vマイナスアース車専用です。

温度の高い場所に置かないでください。直射日光の当たる場所• 締め切った自動車内• ストーブのそばなどに
置くと、火災• 感電の原因となることがあります。また破損、その他部品の劣化や破損の原因となることがあります。

風通しの悪い場所に置かないでください。内部温度が上昇し、火災の原因となることがあります。
　・壁に押しつけないでください。
　・押し入れや本箱など風通しの悪い場所に押し込まないでください。
　・テーブルクロス・カーテンなどを掛けたりしないでください。
　・じゅうたんやふとんの上に置かないでください。
　・あお向け• 横倒し• 逆さまにしないでください。

移動させる場合は、電源プラグ・外部との接続線を外してください。電源プラグを抜かずに運ぶと、電源コー
ドが傷つき火災・感電の原因となることや、接続線などを外さすに運ぶと、本機が転倒し、けがの原因と
なることがあります。
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再生できるディスク

■本機では、下記のディスクを再生することができます。

■CPRM について

以下のメディアも再生することができます。

DVDディスク

音楽用CD

映像（動画）＋音声

音　声

12cm

12cm

ディスクの取り扱いと用語

記録内容メディア 記録内容

● DVD ビデオフ ォーマットのDVD-R／DVD-RW
● CPRM / VR モードで地デジ放送を録画し、且つファイナライズ処理された DVD-R／DVD-RW
● ビデオモードでアナログ放送を録画し、且つファイナライズ処理されたDVD-R／DVD-RW
● CD- DA フォーマット （音楽用CD ) のCD-R／CD-RW
● MP3、WMA またはJPEG 形式のファイルが記録されたCD-R／CD-RW

※上記のディスクであっても、録画 されたDVD レコーダーとディスクと本機との相性により再生できない場合もあります
　ので、予めご了承ください。
※パソコンにて録画されたディスク 、DVD レコーダー以外の機器によって作成されたディスク、短い収録時間のデイス
　クでは再生できない場合もありますので、予めご了承ください。
※H. 264/ MPEG 4AVC 形式のファイルは非対応です。
※本機はNTSC/PALテレビ方式に適合したプレーヤーです。他のテレビ方式（SECAM ) 表示のディスクには使用できません 。
※DVD 土R DLには対応しておりません。また、MP3等のデータは状況により再生できない場合があります。
　ファイナライズ未処理のディスク は再生できませんので、ご注意く ださい。

CPRM とは Content Protection for Recordable Mediaの略で、コピ ーを制限する著作権保護技術のことです 。
デジタル放送をディスクにダビングし再生するには、CPRM 対応のディスクと再生機器が必要になります。

■ファイナライズについて
ファイナライズとは、映像をダビングしたディスクと再生機器の互換性を高めるための処理のことです。
例えば、映像をダビングしたディスクを再生する場合、そのディスクにダビングをした機器  (DVD レコーダー等 ） では
再生が可能なのに、同じディスクを他の機器で再生しようとするとディスクエラーとなる場合があります。
これは、ダビングを行った機器ではディスクにデータが記録されている場所が認識できるが、それ以外の機器では
データの場所が分からないために起こる現象です。このような事態を避け、そのディスクに記録したデータを他の機器
でも再生可能なデータ配列にするためにファイナライズという処理が必要になります。

ディスクに関する用語について

ディスクの取り扱いかた

ディスクの保管のしかた

一般に、 DVD ビデオディスクは、「タイトル」という大きい区切りと「チャプター」という小さい区切りに分かれています。
音楽用CDは、「トラック」で区切られています。

タイトル： DVDビデオディスクの内容を、いくつかの部分に大きく区切ったものです。
チャプター：タイトルの内容を、場面や曲ごとにさらに小さく区切ったものです。
トラ ック：音楽用CDの内容を曲ごとに区切ったものです。

それぞれのタイトルやチャプター、トラックには順番に番号がふられています。これらの番号を「タイトル番号」 「チャプ
タ一番号」 「トラック番号」といいます。ディスクによっては、各々の番号が記録されていないものもあります。

直射日光の当たる場所や、湿度の高い場所には保管しないでください。
※浴室や加湿器のそばなど、湿気やほこりの多い場所には保管しないでください。
※ディスクは必ず専用のケ一スに入れて保管してください。
　専用ケ一スに入れずに重ねたり、立てかけたりすると変形する原因となります。

ディスクについた指紋やほこりなどのよごれは、画像の乱れや
音質低下の原因となります。柔らかい布で、ディスクの中心から
外側に向かって軽く拭き取り、いつもきれいにしておいてください。

再生面には手を
触れないでください。

ディスクに紙やシールを
貼らないでください。

よこれがひどいときは、水で少し湿らせた柔ら
かい布で軽く拭き取り、乾いた布で仕上げて
ください。

ご
使
用
の
前
に
こ
の

保
護
紙
を
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
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ください。

ご
使
用
の
前
に
こ
の
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護
紙
を
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。
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■付属のACアダプター を本体右側のDC IN（電源端子）とコンセントに接続します 。

ACアダプターの接続

<本体右側面＞

<本体 右側面＞

※ 電源スイッチがＯＦＦになっていることを確認してください。

※必ず付属のケーブルを使ってください。

※AV出力に接続した場合、プレーヤー本体からも音声が出ます。
　本体の音量調整によってテレビ側の音声も変化します。

■付属のカーアダプターを本体右側のDC IN（電源端子）と車のシガーソケットに接続します 。

１２Ｖ車専用カーアダプターの接続

※カーアダプタ一を使っての充電はおやめください。
※カーアダプターは １２Ｖ 車でのみお使いいただけます。その他の車では絶対に
　使用しないでください。
※車のエンジンをかける前に接続するのはおやめ ください。故障の原因になります 。

車のシガーソケット
　　　　　　[12 V ]

コンセント

■テレビとの接続
　本機で再生 した映像を、外部のテレビ画面で視聴することができます。
　本体右側の AV OUT（AV出力端子）とテレビの入力端子 を付属のAVケーブルで接続して ください。 
　テレビ側の設定に関しては、お使いのテレビの取扱説明書をご参照ください。

　AVケーブルの接続

<本体 右側面＞

ＡＶケーブル (付属品 )

AV  OUT（ＡＶ出力端子）へ

本製品に付属しているＡＣアダプターは本機専用です。
充電を行なう場合は、必ず付属のＡＣアダプターをご使用ください。
また、付属のＡＣアダプターを他の製品に使用しないでください。
故障や破損、および火災の原因になるおそれがあります。
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8. 早送り・早戻し
再生中にリモコンまたは本体の早送りボタン            または 早戻しボタン を 押すと、早送りまたは早戻し
再生をすることができます。再生速度はボタンを押すごとに変わります。
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